
アンケート概要

取組

集約アンケート意見

対象：医療的ケア児等支援協議会委員
内容：災害時の医療的ケア児等の支援のために、協議会はどのような役割を果たすべきか。今後どのようなことに取り組むべきか。
期間：7/21～7/28
回答：６名/11名（回答率５５％）

災害時の医療的ケア児等への支援に係るご意見について

アンケート結果

・災害時に、情報にアクセスしたり、行政のサポートをするメンバーとしての権限を付与し、災害時にも実動で
きる組織となるのが良いと考える。
・協議会として、医療的ケア児等の方々がどこに住まわれているのかある程度把握していれば、被災状況に
応じて支援が必要かの判断がしやすいのではないか。事業所側としても支援に行ける状況であれば行きた
いと考えているため、情報を発信してもらえればと思う。
・市内のどこにどの様な医療的ケア児者がいるのかを把握し、区ごと、地域ごと等でデーターとして支援者
側が共有できるようなっていると良いと思う。

・支援が必要なときに連絡できるような場所があると良いと思う。家族は身近な福祉サービスの事業所に支
援を頼むと思うが、それが難しい時に連絡できる場所があれば安心できるかもしれない。
・当事者が支援を要請したい時に、とりあえずここに言えば何とかなる、というところを作り、支援者の調整、
派遣が出来るようになると良いと思う。
・安否確認システムを導入すべきかどうか

・医療的ケア児の個別避難計画をいかに作るか。
・静岡市には、「静岡市避難行動要支援者避難支援制度」があるようだが、現段階で登録者はいるのか。ま
た、そもそもこの制度自体がどの程度、機能しているのか。もし活用できていないとするならば、協議会とし
ての直接的な働きかけ、あるいはこれも含めた市内の防災ネットワーク構築への参画も併せて求められてく
ると思う。

医ケア児の福祉避難所の利用方法をどうすべきか

定期的に防災訓練開催

啓蒙のためのリーフレットを定期的に配布

災害時に本人や家族が支援者に伝えられない場合もあると思うので、支援に来た人が分かるように、医療
的ケアのやり方、服薬の仕方、普段の様子等を記載した個票(カード)があると良いのではないか。(個票の
フォーマット作り)

・災害時、医療的ケア児等を抱える家族は避難所等に行くことが少なく、自宅が無事であれば留まることの
方が多いのではないかと考える。そのため、自宅での避難生活が少しでも心配のないよう、医療や福祉等、
医療的ケア児等を抱える家族に必要な情報が得られるようなネットワークがあると良い。そのネットワークも
双方向でやり取りができればさらに情報等のやり取りができて良い。
・市内の医療的ケア児者・重症心身障害児者にかかわる機関のプラットホーム。情報集約、情報発信。
・実際に災害が起きた時には、医療的ケア児者にかかわる様々な組織(病院、診療所、訪問看護ステーショ
ン、学校、通所施設、医師会、学会、患者会、ボランティア団体、電力会社など)が動く。ただ災害の規模にも
よるが、いざその時になると相当な混乱が予想される。それぞれがどのような機能を持っていて、どう動く計
画なのかを皆が共通認識を持っていること、また情報がどこに集約され、どこが中心となって意思決定をす
るのかも皆が承知している事が望ましいと思う。そのような体制をつくるため、例えば年に1回は関係者が集
まって顔の見える関係を作っておく事が必要だと思う。その場づくりを協議会ができれば良いのではないか。

取組

資料４

市内医療的ケア児等の情報把握

避難行動要支援者避難支援制度の活用
(避難行動要支援者名簿・個別避難計画の整備)

ネットワークの構築による情報収集

医療的ケアや普段の様子等を記載した
個票(手帳やカード)の作成

啓発を目的としたリーフレットの発信

防災訓練の実施

医療的ケア児等とその家族が支援を必要
とする時に連絡・避難できる機関の構築

福祉避難所の利用方法について検討

安否確認方法について
他市の事例の情報収集

令和４年度第３回協議会：
医療的ケア児等とその支援者のネット
ワークを確認
令和５年度第１回協議会：
それぞれのネットワークを活用した情報
の集約方法について検討
別紙１参照

自助啓発を目的とした医療的ケア
児等用の災害対応カード等の作成

継続実施

西豊田地区実行委員会にて実施

行政において把握しておく必要がある
医療的ケア児等の情報について検討

問題提議があった旨を福祉総務課へ情報共有
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市内医療的ケア児等の個別避難
計画作成状況の把握・作成協力

問題提議があった旨
福祉総務課へ情報共有

医ケア
CN

協議会

障害福祉
企画課

障害福祉
企画課

障害福祉
企画課

障害者
協会


